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くらら 7月２週 産直商品のおすすめ 
 
 １  有機栽培トマト 500ｇ      ２  2ｋｇ箱入り 

７月２週くらら表紙で、鹿沼市の田島さんの     有機栽培トマトを案内しています。 

お父さんの穣（みのる）さんの代から有機農業に取り組んでいる田島さん親子。有機トマトのほか、くらら 

でおなじみの里いもの他に、水稲、大麦など、有機ＪＡＳ認証を取得した圃場（一部）で育てています。心が 

けているのは、土地にあった作物、その時期によく育つ品種を選ぶこと。輪作や稲作と畑作を交互につかう 

田畑輪換（でんばたりんかん）を取り入れています。同じ畑で連続して作るのではなく、種の異なる野菜を入

れ替えることで、土壌環境をリセットして病害虫や雑草を抑えています。連作障害にならない工夫です。 

 田島さんの有機トマトも、害虫が入ってこないようハウスに防虫ネットを張り、多肥を避けて自然環境に

合わせた無理をさせない作物づくりに徹しています。トマトに出やすいコナジラミ類やアブラムシ、さまざ

まな病気を防ぐため、農薬を使うことが当たり前のトマトで、有機栽培で出荷するのは本当に難しいことで

す。くららでは短い期間の案内になりますが、親子二代でこだわりの思いを込めて作っている旬の有機トマ

ト、皆さんにたっぷり食べてもらいたいなと思います。                （理事 三輪） 

左）穣さん   右）嘉在さん 

嘉在さんの案内でトマトハウスへ。 

これから赤く色づいてきます 

（５月 29日） 

３月のよつ葉生協農産部会

で生産者向けに登壇してい

ただきました 

 ９４  赤しそ 

 恥ずかしながら、昨年初めて赤しそ 

ジュースを作りました。色もきれいで、 

見るだけでテンション上がります。 

 自分好みの甘さにできるのもいいとこ

ろ。ジュースを作った後の葉は、ふりかけ

にして余すところなく使いきりました。   

（産直委員 国府田） 

 

 １１４  カットきのこ３種 

 しいたけとえのき茸、舞茸の３種類が

カットされてパックに入っています。 

私は小さい袋（３つくらい）にそれぞれ

のきのこを入れ、１回分のきのこミック

スにして冷凍します。そのまま汁物や 

炒め物に使えて便利です。  

（産直委員 石川） 

 

高橋農園は地球温暖化対策に注力する農園です。主な取り組みは３点あります。 

まず、2017年導入の約 40ｋｗソーラーシェアリング。これにより、化石燃料の使用を抑え、CO₂排出量

削減を実現しています。これは「カーボンニュートラル」な発電です。 

次に、1980 年頃からバイオマス暖房の活用。しいたけ栽培ハウスの暖房に使用済みホダ木を燃料とし

ています。これも化石燃料を使わず CO₂排出量削減に貢献し、カーボンニュートラルを達成しています。

そして、2023年からの「CCUS」への挑戦です。使用済みホダ木を炭にして、煙に貯留する画期的な取り組

みです。木材が吸収した CO₂を炭として固定することで大気中の CO₂を削減する「カーボンマイナス」を

目指しています。これは、農地の土壌改良にも繋がります。 

高橋農園はこれらの取り組みを通じ、化石燃料に頼らない持続可能な農業を実践し、地球温暖化防止に

大きく貢献しています。そして、何といっても 

農薬不使用のしいたけは、肉厚でジューシーで 

とてもおいしいです。  （小山委員会 本間） 

 

くらら７月２週  
 

１１２  

どんぐりくらぶの 

原木椎茸 

 

高橋農園見学報告  2月 28日 小山委員会 
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参加してみませんか      ＜お問合せ よつ葉生協 組合員組織部 TEL 0120-07-1613＞ 

小 山 

夏休み！親子でよつ葉のお仕事見学！ 
みなさんのお家に届くよつ葉のカタログや商品。いったいど 

うやって用意されているのかな？夏休み、親子で確かめよう！ 

※よつ葉生協本部センターでセットラインの見学をします。 

日 時：７月３１日（木）10：00～12：00（受付 9：30～） 

会 場：よつ葉生活協同組合（本部）栃木県小山市粟宮 1223 

 

対 象：組合員と組合員の家族のみ 

参加費：無 料 

定 員：10組（30名程度） 

託 児：な し 

締切日：7月 11日（金） 

主 催：よつ葉生協 

 

よつ葉文庫 新刊登録 

 

よつ葉文庫のご案内 

  貸出期間はすべての本で 1週間とします。 

 「よつ葉文庫」は組合員のための図書室です。多くの組合員に貸出するため  

ご協力をお願いします。本のリストはHPでご覧いただけます（組合員の方へ→

「よつ葉文庫」のアイコンをクリック）。借りたい本は、注文書のご意見ご要望

欄に本のナンバー・題名・貸し出し希望を記入して、配送員にお渡しください。

翌週、配送でお届けします。貸し出し希望が多い本の場合お待ちいただくことも

ありますので、ご了解ください。 

NO.1338 『能登のムラは死なない』 藤井満、農山漁村文化協会 

 

朝日新聞記者だった著者が２０１１年から２０１５年まで輪島支局にいた時に取材したものを元に、

２０２４.１.１の能登半島地震による被害を輪島にいた当時出会った人も訪ね歩き、まとめた内容。 

珠洲市は１９７５年に原発を誘致したが、反対運動が続き２００３年に凍結となった。市民を分断し

ての反対運動は、２０１１．３．１１の東電福島原発の放射能事故で、反対して良かったと語ってい

た人も２０２４.１.１で被災されていました。 

日本各地で続けられている神事、祭りなどの歴史的伝統行事は、時代の流れ、人口減などで消えてし

まっている方が多くなっているかと思います。能登半島は地形が険しく、集落が独立して独自の文化

がつくられています。日本海の冬の厳しさは、地元での生業もなく、出稼ぎが唯一の現金収入でした。

山、海の厳しい環境を生きていく強さの元は何なのかが、読んでいく内に解明されます。地理的な 

困難さが人のつながりと外に向けたやさしさを育て、神事、祭りなどの伝統行事を支えていたのでは

ないでしょうか。何度も何度も災害に遭いながら、立ち上がる姿は、回りの私たちでさえ、つらくな

り、絶望的になりますが、地に足をつけて生きてきた能登をつくり出すに違いないと思える一冊で

す。地域性、考え方、生き方、とにかく生きる知恵に関心させられました。 

（顧問 冨居） 

NO.1316 フランスの田舎に心ひかれて 

アッという間に読み終えました。私も都会から田舎に移

住した一人でしたが、Myna さんはサラーと生きてて素敵

です。私の住む益子は焼き物の街で移住者も多く、同業者

との付き合いだけで人間関係満足してしまい地元の方とな

かなかいい関係が作れず、Myna さんはすごいと思いまし

た。市民生活という形の古さもあって合理性だけを追いか

けるのではなく、何事、時間がかかったり、する所も好感が

持てます。〝食品廃棄禁止法″（食べ物を捨てちゃいけな

い法律）ぜひ見習って欲しいです。    （大和さん） 

NO.1322 幸せな 100歳になる習慣 五臓六腑のバランスを整える 

へえ－っと思ったことは〝たんぱく質不足は冷えの始まり＆糖分を

摂り過ぎる傾向がある″という文でした。健康に気をつけているつも

りですが野菜を多く取り過ぎ、やせているのに血糖値が高めです。お医

者さんに行ったら「たんぱく質を多く摂って下さいね。」と言われたの

は、やっぱりなあ、と思いました。         （Y・Oさん） 

NO.1321 国民の違和感は 9割正しい 

日頃目にしているニュースもどこまで事実なのか簡単に情報が手に

入る時代、決めつけてしまうかもしれない自分、周囲の人、日本人に寒

気のする思いがしました。トランプ氏の勝利、兵庫県知事選の斎藤氏の

勝利もメディアによる操作がどれ程あったのか・・・・不安です。 

（K・Wさん） 
NO.1310 新・地球とからだにやさしい生き方暮らし方 

内容が現代の問題をズバリ示してくださり、知らずに過

ごしていてドキッとしました。国民の側に立ってではなく、 

企業や生産者に有利に制度を無くしてしまっていること、

国でやっているから、会社で販売しているから・・・と安心

してはいけないし、身体や地球に良いことをしていかない

と戦争もそうですが破綻すると思いました。出来るところ

から周りの人と手をつないでやっていかないと未来は危な

いと感じました。           （S・Fさん） 

よつ葉文庫の感想をご紹介します 




